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室生ダムの洪水調節効果について件 名

～宇陀川（安部田地点）の水位を７２ 低減～cm

今回の発表は速報値であり、今後の調査により数値等取 扱

が変わる可能性があります。
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梅雨前線による室生ダムの貯水状況について

－７月１６、１７日の梅雨前線による室生ダムの操作状況について－

７月１６、１７日に梅雨前線による出水がありました 。。

淀川水系宇陀川の室生ダム（奈良県宇陀市室生区）流域では、この梅雨前線により１時間

当たり最大雨量が３５㎜又、３時間当たり最大雨量が８２ を記録し、総雨量も８６mm
㎜に達しました。

この降雨により、１７日 ２時４８分に最大流入量３６３ｍ ／ｓとなりました。３

また、ダムからの最大放流量は同日 ３時 ９分２２９ｍ ／ｓでした。３

この結果、ダムの下流の安部田水位局舎付近では、室生ダムの操作により、室生ダムが

無い場合に比べて河川の水位が約０．７２ｍ低減し、下流への被害の軽減に効果があった

ものと考えられます。

室生ダム位置



室生ダムの洪水調節状況（安部田地点）

左 岸
右 岸

室生ダムがなかった場合に
想定される水位　4.26m

今回の出水による水位
3.54m ダムによる水位低減効果

　約0.72ｍ



室 生 ダ ム 操 作 実 績
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雨量 流入量 放流量

最大流入量 363m3/s

流量(m3/s)

ダムで貯めた流量

７月１６日
７月１７日

雨量(mm)

ダムから放流した流量

最大雨量　　35mm

最大放流量 229m3/s




